
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度　学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による課題の共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成
果指標を達成したと自己評価する教師90％以上

・教職員間でマイプランの共有化と校内研修等による取組の
促進

A

・教員アンケートでは，学力向上対策シートの「マイプランの取組」について91％が
A・B評価と回答した。しかし，校内研究での授業実践・授業改善については肯定的
回答が75％にとどまっており，共通実践を推進する具体策が必要である。夏季休
業中に全国学調の本校児童の結果を踏まえた研修会を実施し，児童の実態把握
と学力向上に向けた取組について共通理解を図ることができた。
・9月からの校内研究では，講師招聘による示範授業，グループ研究会を実施し，
共通実践に取り組んでいく。

A

・教員アンケート「マイプランの取組」について100％がA・B評価と回
答しており成果指標を達成することができた。しかし，A評価は27％
で低い結果であり，校内研究と関連づけた研修会を進めることがで
きなかった。県の学習状況調査やCRT調査をもとにした研修会を2
月に実施し，課題解決のための取組を共有するとともに，次年度に
継続する実践の共通理解を図るようにしたい。

A

・年間を通して継続的な研修を行うことが大切である。
先生たちが同じ意識を持って取り組みを進めることは
大切であると考える。

○自分の考えを書く活動と伝える活動の
充実
　　(自分の考えの可視化)

○児童アンケ－ト「書くこと や 伝えることは 上手に
なっていると思いますか。」の質問に対して、A評価を
40％以上、A・B　評価で80%以上
〇児童アンケ－ト「勉強はわかった」で、A評価で40%
以上、A・B　評価で９０%以上

・児童が自分の考えを表現する手立てとして、式・文・図・学
習用語・記号等を使った書き表し方、多様な表現方法の指導
の工夫
・ICT等を活用して、自分の考えを表現する場の設定の工夫
・理由や根拠(条件)を意識して、「読む・書く・話す」ことができ
るような学習活動の工夫

A

・児童アンケートにおいて，「書くことや伝えることの上達」のA・B評価が95％，「勉
強はわかった」のA・B評価が100％で，成果指標を達成できた。全学年で，学習用
語や表現方法の紹介を掲示して教室環境の整備に工夫が見られた。
・全国学調において児童質問紙「算数の授業で解き方や考え方がわかるように書
いているか」で全国や県を大きく上回り8割が肯定的に回答している。引き続き多様
な表現方法の指導の工夫に取り組んでいく。
・ICT活用については，日常的な電子黒板の利用ができているが，タブレット端末の
活用についても、様々な場面で活用されている。

A

・児童アンケート「書く伝える」のA・B評価は95％，A評価は56％で成果指標を達
成できた。また「勉強が分かった」のA・B評価は100％，A評価は53％で成果指標
を達成できた。
・教員アンケート「校内研究の実践」のA・B評価は100％で，全職員が授業研究
会を実施することができ，実践の共有化を図ることができた。しかし，A評価は
9％で低い結果だったことや，調査結果で課題が見られた学年があったことか
ら，実践の共有化と課題解決のための取組の実施が必要である。
・教員アンケート「ICTの活用」のA・B評価は82％で，タブレット端末の研修により
教師のスキルが向上し，児童の発達段階に応じた活用が実践できている。

A

・ICTの利活用の成果については、児童が理解してい
るか気になっている。タブレット端末の利活用が安易な
な活用にならないように気をつけて進めてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

〇児童アンケ－ト「なかよく過ごす」で、A・B　評価で
80%以上

・子ども同士のかかわりを深める活動の工夫
・自己有用感を高める「出番・役割・承認」の工夫
・たてわり活動の充実 A

・児童アンケート「なかよく過ごす」で、A・B評価で１００％を達成した。
・代表委員会でどんな学校にしたいかを話し合い、合言葉などを決め掲示してい
る。
・頻繁に異学年交流の場を設けることが難しいが、可能な範囲で感染防止対策を
取りながら、代表委員会で決まった異学年で遊ぶ機会を設けたり、全校でゲーム
に取り組むなどしていく。

A

・児童アンケート「なかよく過ごす」で、A・B評価で100％を達成した。
・代表委員会で決定した「ありがとう・いいねカード」は、６年生が中
心となり年間通して活動することができた。
・縦割り班ごとにアルミ缶整理や興亜山掃除に取り組むことができ
た。

A

・保護者、児童共に高い評価になっている。西川登小
は、上級生と下級生が一緒にあそんでいてとても良い
ことだと思う。少人数集団で本当に仲良く過ごしている
か、十分な観察が必要と感じる。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充
実

〇月１回いじめに関するアンケート「月のこころ」で、
「学校が楽しい」の評価が80%以上
〇教師アンケート、「道徳の授業の充実」でA・B　評
価90％以上

・月１回いじめに関するアンケート「月のこころ」を実施と結果
を共有、迅速な指導
・道徳の授業の充実
・定期的な情報交換による子どもの共通理解(毎週水曜日
「教育相談連絡会」)　→　特支項目から移動
・SC,SSWと情報共有を行い、連携を図る。

A

・月1回「月のこころ」アンケートを実施し、学校が楽しいと答えた児童は９８％であっ
た。また、全職員で結果を共有して、迅速に対応することができた。
・１２月の授業参観では、全校一斉のふれあい道徳を予定し、道徳の授業の充実
については、教師のA,B評価は合わせて１００％であった。
・毎週水曜日に教育相談連絡会を行い、全職員で子どもの共通理解を図ることが
できた。
・SC、SSWと定期的に情報交換を行ったり、児童や保護者との面談を行ったりし
て、連携を図ることができた。
・平和集会は、たてわり班で行うことができた。平和について一人ひとりが向き合
い、考えを書くことができた。また、書いたものは掲示をしたり、放送をしたりした。

A

・月に１回「月の心」のアンケートを実施し、結果を教職員で情報共有を行うこと
ができた。また気になる事案については、迅速に対応することができた。
・教職員アンケート「道徳の授業の充実」でAB評価が82％だった。１２月の授業
参観では全校一斉のふれあい道徳を実施することができた。
・毎週水曜日には教育相談連絡会を行い、全職員で児童の共通理解を図ること
ができた。
・SC、SSWと来校時に児童の様子について情報共有をすることができた。また、
面談を通して様子を見ていただくことができた。
・人権集会では、全校で講師を招き行った。講師の先生のお話や、パネルや栄
養食のレプリカなどを直に見たり触ったりして、世界の子どもたちのおかれている
状況について理解を深めることができた。

A

・「月の心」のアンケートは続けてほしい。ふれあい道
徳は親子で考える機会になっているか疑問はある。人
権集会では全職員が講師として話ができるくらいの研
修を受けることが必要ではないかと思う。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動
(志を高める教育)

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童（小学６年生）でA・B　評価を80％以
上

・集団の中で役立つ喜びや自分への自信をはぐくみ、未来へ
の具体的な夢や目標がもてる活動の工夫
・総合的な学習の授業でのキャリア教育の取組 B

・児童アンケート「将来の夢や目標を持っている」のA・B　評価は83％であった。こ
れは、じゃぶじゃぶ池の清掃やひまわりを育てるなどの活動が集団の中での喜び
につながったと考える。
・佐賀新聞の「ボクの夢・わたしの夢」の掲載や総合的な学習の授業を通して、自
分の将来について自分で考えたり、家族の人と考えたりする機会を作ることができ
た。

A


・「将来の夢や目標を持っている」についてA・B評価で肯定的な回答をした児童
（小学６年生）が82％だった。
・総合的な学習の授業で、キャリア教育として関心のある仕事などについて調
べ、授業参観で友達や保護者に向けて発表することができた。学習を通して、児
童は夢を実現するために今必要なことやこれから必要なことを理解することがで
きた。

A

・西川登町を支える子ども達が、常日頃から大きな夢
や希望を持てるように、自信をつけさせてほしい。

●健康・体つくり

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする
〇児童アンケ－ト「手洗いをきちんとできた」で、A評価
85％以上、AB評価90％以上
〇児童アンケート「地震や火事、大雨などの災害に備え、
命を守るための行動を知っている。」でA、B評価９０以上

・交通教室の実施、学級活動・道徳の授業の工夫
・「手洗いタイム」とマスクの着用について視覚化、声かけ、
臨場指導の徹底

・様々な想定の避難訓練の工夫、各教科等での指導の工夫

A

・交通安全教室を実施することができ、交通事故は０であった。
・児童アンケ－ト「手洗いをきちんとできた」で、A。B評価95％、A評価71％になり、
目標をおおむね達成できた。A評価90％以上を引き続き目指す。
・児童アンケート「地震や火事、大雨などの災害に備え、命を守るための行動を
知っている。」でA、B評価100％になり、目標を達成することができた。

A

・児童アンケート「手洗いがきちんとできた」でAB評価９５％、A評価が７１であり、
中間評価と同じ結果であった。給食前の放送や健康委員会による動画作成によ
る正しい手洗いの周知を行った。
・交通安全教室を実施することができ、交通事故は０であった。・
・児童アンケート「地震や火事、大雨などの災害に備え、命を守るための行動を
知っている。」でA、B評価94％になり、目標を達成することができた。 A

・最終評価の内容を今後もつけさせてほしい。学校は
避難場所にもなっているので、様々な災害を想定した
避難訓練は続けて実施を進めてほしい。

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。 (月45時間、年間360時間以内)

・定時退勤日の設定
・会議資料の事前配布と提案時間の設定
・校務シェア掲示板による連絡事項伝達時間の短縮
・積極的な未然防止指導と保護者への確実な説明等、迅速
な組織的な対応

B

・定時退勤日の徹底や業務の改善に取り組んできたが、まだ、目標の月４５時間を
全員が達成できている状況にはなっていない。
・組織としてだけではなく、一人一人が在校時間を意識した業務改革に取り組むよ
うに今後も働き方改革を進めていきたい。

A

・定時退勤日については、職員の意識も高まり１００％実施することができてい
る。また、月45時間以内の時間外労働についてもほぼ達成することができた。
・今後も、一人ひとりの業務改革に対する考え方を高め、働き方改革を推進して
いきたい。

A

・働き方改革は、保護者や地域の理解と支援が必要で
あると感じる。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○教員アンケ－ト「特別支援に関する専門性が向上
した」で   A・B　評価を90％以上

・実効的な支援体制づくりの強化
・特別支援教育・UD教育の視点での教室環境づくりと指導の
工夫
・保護者や関係機関、専門家との連携強化

A

・教職員アンケートで，A・B評価で100％で目標を達成することができた。また、こど
も発達支援室による巡回相談や研修会，講師を招いての特別支援教育研修会な
ども実施してきた。学んだことを学級の実態に応じて実践していただくものと考え
る。そのため，UDの視点を取り入れた授業を振り返るチェックシートの活用や参考
となる実践や掲示物などを紹介していきたい。 Ａ

・教職員アンケートで，A・B評価で９０％以上で目標を達成することができた。UD
の視点を取り入れた模範授業を参観できたことや障がい者理解の啓発週間を設
け，読み聞かせなどにも取り組んでもらうことができた。

A

・授業や町の実態など目や耳で感じる子どもたちに
なってほしい。教員の方々の努力で目標を達成できた
ことはすばらしいと感じました。

〇地域との連携の充実
○地域学校協働活動の充実 ○教員アンケ－ト「地域と連携した学習」で、A・B　評

価を90％以上
・地域の「ひと・もの・こと」を生かした取り組み(学習)と地域行
事への児童の参加 B

・年間計画上は予定していたが、新型コロナ感染症の拡大に伴い、地域の方との
連携はほとんど行うことができなかった。また、地域の行事も縮小や中止となり、参
加の機会が少なかった。今後、新型コロナウィルス感染症の状況をふまえ、地域の
方を活用した取り組みを推進したい。

B

・教員アンケートでA・B評価は45％だった。コロナ禍のため成果指標は低い結果
だったが，地域の方の理解と協力のおかげで，読み語りやふれあい体験活動を
実施することができた。対面で実施できなかった場合にも材料を準備してもら
い，各学年で実施することはできた。総合や生活科，社会科等の見学では，従
前のように学校周辺の地域の方に協力してもらうことができた。

B

・コロナ禍の制限の中、学校としても取り組みがやりに
くかったと思う。今後の規制緩和の中で、元のように活
動できるものと期待しています。来年度からは、新たな
企画・提案で協力をしていきたい。

○家庭との連携の充実

〇家庭におけるオンラインゲ－ム・SNS等
に関する「管理・確認・話し合い」の強化

〇児童アンケ－ト「テレビやゲーム、インターネットの
やくそくを作り、守っている。」でA、B評価を80％以上

・オンラインゲ－ム・SNS等の指導の工夫
・学校だより、学級だより等による家庭へのSNS等に関する
「管理・確認・話し合い」の啓発
・情報モラル教室(4年生以上・保護者)を行うことによる、より
よい情報活用について考える機会の設定

B

保護者アンケ－ト「テレビやゲーム、インターネットのやくそくを作り、守っている。」
でA、B評価75％になり、目標を達成することはできなかった。情報モラル教室も実
施でき、SNSの便利さとともに怖さも理解できた児童が多かったので、今後も家庭
への働きかけを行っていく。

A

保護者アンケ－ト「テレビやゲーム、インターネットのやくそくを作り、守ってい
る。」でA、B評価で約８０％になり、概ね目標を達成することはできたと考える。
長期休み前の指導や各家庭でネットの約束カードを配布していることもある程度
の効果はあるものと思われる。今後は，保護者参加型の情報モラル教室を実施
する必要がある。・ A

・小学校高学年のスマホの所持率から考えても、人
生、命の問題に関わる大変な問題と思う。保護者や子
ども達がネット犯罪にまきこまれない様に指導を行って
もらいたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度は、学校経営方針に基づき、取組内容をより焦点化し、教員一人ひとりの成果指標を明確に示した。目標の達成に向けて取り組みを意識し、職員の意識の向上、継続を図った。その結果、多くの面で中間結果より上回る結果につながった。また、昨年度の課題として残っていた業務改善、教職員の働き方改革の推進も大きく進めることができた。今後も、教職員の意識改革と、負担感軽減、働きやすさに向けて工
夫を継続していく必要がある。
・保護者アンケートの結果は、肯定的な評価AとBを合わせた割合は、最終評価ではこれまで通り全質問で８割を超える結果となった。今後も、継続して「信頼される学校」を目指して、取組を充実させていきたい。
・オンラインゲーム・SNS等については、なかなか成果が表れない状況である。今後も家庭とも連携して引き続き指導をしていく必要がある。また、昨年度から取り入れた防災意識の向上についても目標を達成できたので、来年度も継続して取り組みを進めたい。
・今年度は、コロナ禍により地域と連携した活動は十分にできなかったが、強固なつながりは保つことができている。次年度は、コロナ禍の後の開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、また、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定することで、「心も体も『元気』な子ども」を育成したい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が研究授業を行い、学力向上への進捗状況を示すことで意識が高まり、授業力の向上を図ることができた。次年度は、課題を共有化し、校内研究を中心に系統的、継続的、反復的に行うことができるよう方法を工夫し、学力向上とともに職員全体の資質向上につながるようにしていきたい。

・「凡事徹底」を合言葉に、くつそろえ、あいさつなど共通した取組を行ってきた。次年度も継続して「月のこころ」や教育相談を実施し、いじめ等の未然防止に向け、子どもの小さなサインも見逃さない、アンテナ、意識づくりを図っていきたい。

・開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定し、学校・家庭・地域で「心も体も『元気』な子ども」を育成したい。

２　学校教育目標  　　ただしく・やさしく・たくましく　のびゆく西っ子　　    ～３つの笑顔で～

３　本年度の重点目標

1 　子どもの安心・安全が保障される学校　～「命」が最優先～

　　(1) 違いを認め合い，互いに高め合う仲間づくり・学級づくり　　(2)安全教育の充実と安全な環境づくり　　(3)健康・ 体力づくりの充実

2 　個性に寄り添い、きめ細やかな指導を工夫する学校～　一人ひとりを大切に　～

　　(1) 特別支援教育の充実　　(2) 個に応じた授業の充実　(3) ＩＣＴ利活用教育の充実

3　 地域と共にあり、「主体的・対話的で深い学び」を実現する学校～授業力アップ～

　　(1) 地域学校協働活動の充実　　（2）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善　　（3）校内研究・職員研修の充実

学校名   武雄市立西川登小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価


